
　

新
荘
小
学
校
と
社
会
福
祉
協
議

会
新
荘
支
部
の
共
催
に
よ
り
10
月

5
日
（
木
）、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
を
小
学
校
に
招
待
し
て
、

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ
の
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
合
唱
・
合
奏

な
ど
で
歓
迎
、
高
齢
者
は
昔
の
遊

び
や
暮
ら
し
を
教
え
る
な
ど
皆
ん

な
で
交
流
を
深
め
、
昼
食
の
ひ
と

と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
は
「
一
人

よ
り
、
子
ど
も
た
ち
と
食
べ
る
と

と
て
も
お
い
し
い
。」「
楽
し
く
て

楽
し
く
て
若
返
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
ま
た
来
た
い
で
す
。」

と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

小
学
生
と
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
ふ
れ
あ
い
交
流
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水戸市ボランティア連絡協議会　　 笑顔がいっぱい!

　市民との交流を深めながらボランティア活動を広げ
ようと、水戸市ボランティア連絡協議会（主催）は、
10月15日（日）水戸市福祉ボランティア会館で第５回
ボランティアまつりinミオスを開催しました。
　今回は「健康とボランティア」をテーマに、水府病
院による健康相談コーナーや、健康は笑いからと茨城
大学落語研究会も参加。親子連れなどたくさんの人た
ちが訪れ、スタンプラリー方式のワークショップでさ
まざまなボランティア活動を体験し、スタンプを集め
た方に記念品がプレゼントされました。

♪参加者の声をご紹介します♪

健康相談（水府病院）

車いす体験（つくしんぼ倶楽部）

点字体験（サークル・点心） 抽選で記念品をプレゼント

寄席
（茨城大学落語研究会）

盲導犬ふれあい
コーナー

第５回

ボランティアまつりinミオスボランティアまつりinミオスボランティアまつりinミオスボランティアまつりinミオス開かれました

♪♪いろいろなボランティアがあるんだなあ。おもしろかっ
たし、ぼくにもできるものがあるよ。（小学生）
とても楽しかった。ボランティアを今度やってみたい。（中学生）

♪♪アイマスク体験
コップのなかにジュースを入れようとしたけどとても難し
かった。（小学生）
すごく不安でガイドの方が教えてくれた。障害者の気持ち
が分かった。（会社員）

♪♪車イス体験
通路に人が１人立っているだけでも狭くて通れない。（小学生）

♪♪要約筆記
実際に体験するとなかなかできない。何事も体験すること
が大事なんですね。（主婦）

（敬称略・順不同）
ＪＡ水戸農業協同組合、㈱茨城銀行赤塚支店、水戸中央郵便局、
水戸ヤクルト販売㈱、㈱水戸公衆放送、㈱常陽銀行赤塚支店、
茨城トヨタ自動車㈱、ネッツトヨタ水戸㈱、佐藤印刷㈱、戸田産業㈱、
赤塚郵便局、水戸信用金庫赤塚支店、㈱アクアクララ水戸、
茨城県信用組合赤塚駅前出張所、ヨークベニマル赤塚店、
フードスクエアカスミ水戸赤塚店、井熊總本家㈱、水戸西ロータリークラブ、
カーブス水戸備前町、マツモトキヨシ赤塚店、スタジオサカ㈱、
水府病院、内原ライオンズクラブ

ありがとうございました
協 賛 団 体

ドックスクール
YOU&DOG（　　 ）
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｢

だ
れ
も
が
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
水

戸｣

の
実
現
を
目
指
し
て
水
戸
市
社
会
福
祉
大
会
を

10
月
28
日
（
土
）、
水
戸
市
民
会
館
に
お
い
て
開
催
。

式
典
で
は
地
域
の
福
祉
活
動
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
62

名
（
団
体
）
の
方
々
に
表
彰
状
や
感
謝
状
を
贈
り
顕

彰
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
市
民
参
加
に
よ
る
地
域
福

祉
活
動
の
一
層
の
活
性
化
を
図
り
、
地
域
力
を
高
め

て
い
く
た
め
大
会
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
大
沢
悠
里
先

生
を
講
師
に
迎
え
、「
笑
顔
が
一
番
」
と
題
し
て
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
楽
し
い
お
話

の
中
で
、笑
い
や
健
康
に
つ
い
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

第
37
回
水
戸
市
社
会
福
祉
大
会
を

盛
大
に
開
催　高齢化、少子化、核家族化の進行は、社会環境を大

きく変化させています。現在の経済環境は行財政改革を、
人口動態は福祉ニーズの増大と多様化をもたらし、私た
ちの生活環境は、今後ますます厳しさを増すものと思わ
れます。
　このような中、市民福祉の向上を図っていくためには、
お互いのふれあいと支えあいのある地域社会づくりを目
指していく必要があり、市民をはじめ社会福祉関係諸団
体等との相互連携を図り、地域組織の強化と福祉活動
を活性化し、地域力を高めていかなければなりません。
　本日開催された第37回水戸市社会福祉大会を契機と
して、  ご参会の皆様をはじめ、市民がお互いの力を合
わせ、「だれもが元気で安心して暮らせる福祉のまちづ
くり」を進めるため、次のことを実践いたします。

１　地域福祉活動の活性化と組織の強化

１　社会福祉関係機関との連携強化

１　市民みんなが参加する地域社会づくり

以上宣言します。

      平成18年10月28日

第37回水戸市社会福祉大会

受賞者の代表謝辞

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
状
贈
呈
者

○ 

民
生
委
員
児
童
委
員
及
び
主

任
児
童
委
員
（
９
名
）

　

 

飯
村　

裕
子
、
小
原　

宜
弘
、

　

水
飼　

幸
惠
、
木
村
惠
美
子
、

　

小
林　

雅
浩
、
矢
田
部
秀
夫
、

　

齋
藤　

和
子
、
小
薗
江
喜
代
子
、

　

小
室
美
恵
子

○
社
会
福
祉
団
体
役
員（
８
名
）

　

 

重
山
千
恵
子
、
小
薗
江　

弘
、

　

川
嶋　
　

孝
、
塙　
　
　

惇
、

　

小
口　

三
郎
、
萩
谷　
　

一
、

　

石
島　

一
夫
、
添
田　

恭
子

○
自
立
更
生
者
（
１
名
）

　

藤
枝　
　

功

○ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
６
団
体
・

７
名
）

　

 【
団
体
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育

て
応
援
・
ペ
ン
ギ
ン
く
ら
ぶ
、

朗
読
の
会｢

こ
だ
ま｣

、

　

 

内
原
ひ
ま
わ
り
グ
ル
ー
プ
、

す
み
れ
の
会
、
メ
リ
ィ
ー

ゴ
ー
ラ
ン
ド
、
あ
す
な
ろ
の

郷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
ま
わ
り

サ
ー
ク
ル

　

 【
個
人
】
茅
根　

泰
子
、

　

小
林　

廣
美
、
塚
本
千
恵
子
、

　

篠
原
多
恵
子
、
内
田　

博
也
、

　

小
山　

雅
子
、
河
野　

禮
子

○ 
社
会
福
祉
協
議
会
関
係
役

員
・
相
談
員
等
（
10
名
）

　

 

佐
々
城
久
枝
、
渡
辺　

静
江
、

　

大
部　

敬
子
、
小
圷　

玲
子
、

　

櫻
山
金
次
郎
、
狩
野　

繁
雄
、

　

鈴
木　

敏
之
、
久
野　

恵
男
、

　

大
竹　
　

進
、
橘
川　

幸
子

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
感
謝
状
（
褒
状
）
贈
呈
者

○ 

社
会
福
祉
協
力
共
助
者（
２
名
）

　

 

八
木
岡　

貞
・
貞
子
、

　

小
田
木
行
雄

○ 

ね
た
き
り
・
認
知
症
高
齢

者
、
障
害
者
（
児
）
の
介
護

者
（
19
名
）

　

 

大
越　

共
子
、
小
林　

秀
美
、

　

吉
野
い
と
子
、
外
岡　

暁
子
、

　

髙
丸　

美
恵
、
上
澤　

邦
子
、

　

庄
司　

明
子
、
圷　
　
　

保
、

　

小
林　

裕
治
、
浅
野　

恵
子
、

　

栗
田　

よ
ね
、
草
野　

み
つ
、

　

七
字
と
み
江
、
吉
田　

俊
枝
、

　

栗
原　

信
子
、
古
平　

綾
子
、

　

嶋
崎　

鈴
子
、
平
山　

愛
子
、

　

河
合　

英
成

顕
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

大 会 宣 言大 会 宣 言

盛況だった大沢悠里先生の講演
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ふぉと　とぴっくす
Photo Topics

ふぉと　とぴっくす
Photo Topics

ふぉと　とぴっくす
Photo Topics

城東小学校児童の金管バンド演奏

101歳おめでとうございます

共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

内原駅前での街頭募金活動

水戸駅前での街頭募金活動

｢

地
域
の
福
祉　

み
ん
な
で
参
加｣

　

今
年
も｢

赤
い
羽
根｣

で
親
し
ま
れ
て
い
る
共
同
募
金
・
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
10
月
１
日
、
水

戸
駅
北
口
に
お
い
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
、

街
頭
募
金
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
12
月
31
日
ま
で
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

敬　
　

老　
　

会

　

長
い
間
、
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て

こ
ら
れ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
長
寿
を

お
祝
い
し
て
、
９
月
18
日（
月
）の｢

敬

老
の
日｣

を
中
心
に
各
地
区
で
敬
老
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

城
東
地
区
で
は
社
協
城
東
支
部
主
催

で
、
児
童
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら

れ
た
り
獅
子
舞
な
ど
余
興
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
花
束
が
101
歳
の
松
本
み

つ
様
へ
贈
ら
れ
、｢

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す｣

と
よ
ろ
こ
ん
で
い
ま
し
た
。
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老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

作
品
展
示
発
表
会

　

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
市
内
の
各
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
利
用
者
に
よ
る
作
品

展
示
発
表
会
が
開
か
れ
、
書
道
、
ち
ぎ
り

絵
、
陶
芸
、
水
墨
画
な
ど
の
展
示
、
民
謡
・

民
舞
・
詩
吟
・
茶
道
・
舞
踊
・
フ
ラ
ダ
ン

ス
な
ど
の
発
表
や
、
陶
芸
の
即
売
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

出
品
者
は
「
展
示
会
が
あ
る
か
ら
励

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
作
品
を
作
る
こ

と
も
大
事
で
す
が
、
参
加
す
る
こ
と
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
の
が
よ
い

で
す
。」
と
の
感
想
。
来
場
者
は
「
素
晴

ら
し
か
っ
た
。
初
め
て
来
た
が
楽
し
か
っ

た
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

常澄老人福祉センター（舞踊）

あかね荘（ちぎり絵）

アイスブレーキングを学ぶ

江藤セデカ先生

柳堤荘（書道）

　

９
月
30
日
（
土
）、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
連
絡
会
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ワ
ー
カ
ー
の
井
上
忠
志
先
生
を
講
師
に
迎

え
、「
人
と
人
を
つ
な
ぐ
ア
イ
ス
ブ
レ
ー

キ
ン
グ
」
と
題
し
て
の
講
話
と
実
技
を
行

い
ま
し
た
。

　

ア
イ
ス
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
は
、
初
対
面
の

参
加
者
同
士
の
緊
張
を
解
き
ほ
ぐ
し
ス

ム
ー
ズ
に
活
動
に
入
れ
る
よ
う
に
す
る
方

法
で
、参
加
者
は
先
生
の
指
導
を
受
け「
い

ろ
ん
な
サ
ー
ク
ル
の
方
と
ス
ム
ー
ズ
に

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
勉
強
に
な
っ

た
。」
と
好
評
で
し
た
。

　

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
イ
ー
グ
ル
・
ア
フ
ガ
ン
社

会
復
帰
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ー
グ
ル
・

ア
フ
ガ
ン
復
興
協
会
代
表
の
江
藤
セ
デ
カ

先
生
を
講
師
に
９
月
30
日
（
土
）、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

江
藤
先
生
は
「
教
育
設
備
も
破
壊
さ
れ

地
雷
で
体
が
不
自
由
に
な
っ
た
方
も
多

く
、
母
国
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
供
た
ち

の
学
校
や
職
業
訓
練
校
の
建
設
の
た
め
皆

さ
ま
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
支
援
の
ひ
と
つ
と
し
て
メ
ガ

ネ
や
学
用
品
の
支
援
を
希
望
さ
れ
ま
し

た
。（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
預
か

り
ま
す
。
Ｐ
８
参
照
）

緊
張
を
解
く
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
キ
ン
グ

井
上
氏
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
指
導

ア
フ
ガ
ン
に
支
援
を

Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
を
江
藤
氏
が
紹
介



7

編　集　後　記
　「ありがとう」――この素敵な言葉が人々の口から何故か少な
くなってしまったように思う。素直にこの言葉を口に出せないギ
スギスした世の中。何故かわびしい様に思える。人と人との出会
い、助け合い、そこには決して「ひとり」では生きていけないも
のが醸し出されてくる。世の中は自分だけの世界ではない。自分
があれば勿論、意識するしないは別にして自分以外の世界もある
もの。そう思うとき全てに対して自然に「ありがとう」が出てく
るものではないだろうか。福祉はこのありがとうが常に必要なの
だと思う。 （小沢一郎　記）

お
知
ら
せ

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

す
す
め
て
い
ま
す

　

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
、
難

病
な
ど
で
生
活
の
手
助
け
が
必
要

な
方
々
を
対
象
に
、
住
み
慣
れ
た

自
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
地
域

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

　

医
師
・
保
健
師
・
民
生
委
員
・

ヘ
ル
パ
ー
・
近
隣
の
協
力
者
等
が

ケ
ア
チ
ー
ム
を
組
み
、
連
携
し
な

が
ら
在
宅
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
左
記
の
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

中
央
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

担
当
地
区
（
三
の
丸
、
五
軒
、
柳

河
、
浜
田
、
城
東
、
上
大
野
、
新

荘
、
常
磐
、
渡
里
、
堀
原
、
国
田
、

飯
富
、）

℡
２
２
８
・
５
８
０
４

緑
岡
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

担
当
地
区
（
千
波
、
緑
岡
、
笠
原
、

寿
、
見
川
、
梅
が
丘
、
吉
田
、
吉

沢
、
酒
門
、
稲
荷
第
一
、
稲
荷
第

二
、
大
場
、
下
大
野
、
石
川
、
赤

塚
、
河
和
田
、
上
中
妻
、
双
葉
台
、

山
根
、
内
原
、
鯉
淵
、
妻
里
）

℡
２
４
３
・
３
２
４
４

心
配
ご
と
相
談

　

財
産
・
家
族
・
離
婚
問
題
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。（
電

話
相
談
は
で
き
ま
せ
ん
。
予
約
不

要
。
当
日
、
受
付
順
に
相
談
）

日 

時
／
毎
週
火
・
木
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
後
１
時
〜
３
時
半

ま
で
受
付

場 

所
／
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
館

（
赤
塚
駅
北
口
ミ
オ
ス
２
階
）

問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

℡
３
０
９
・
５
０
０
１

結
婚
相
談

　

相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
出
会

い
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
登
録

は
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

登
録
に
必
要
な
も
の

　

戸
籍
抄
本
、写
真
（
全
身
立
像
、

12
㎝
×
８
㎝
、
必
ず
写
真
館
で
撮

影
）、
前
年
の
所
得
を
証
明
す
る

も
の
、
申
込
料
２
千
円
（
市
外
の

方
３
千
円
）　　

日 

時
／
毎
週
土
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
後
１
時
〜
３
時
ま
で
受
付

場 

所
／
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
館

（
赤
塚
駅
北
口
ミ
オ
ス
２
階
）

問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

℡
３
０
９
・
５
０
０
１

　
　
　
　

℡
３
０
９
・
１
０
０
１

ボランティア相談・福祉体験コーナーを
ご利用ください

コ　ー　ナ　ー　名 開　　催　　日 時　　間

●ボランティア相談コーナー
　・ボランティア活動の相談
　・ボランティアの紹介など

毎週　火～土曜日
（祝日・年末年始を除く）

 ９：30～ 12：00
13：00～ 16：30

●福祉用具体験コーナー
　( 車いす、アイマスク、高齢
期擬似体験)

　※体験用具を貸出します
　※要予約

●点字体験コーナー 毎月第２･４土曜日
（祝日・年末年始を除く）

10：00～ 12：00

●手話体験コーナー 13：00～ 15：00

会　場　　水戸市赤塚１－１ミオス２Ｆ　水戸市福祉ボランティア会館

　問合せ　　ボランティアセンター　TEL 309－1011

休みの期間 問合せ

福祉ボランティア会館

12月29日（金）～１月３日（水）

電話
309－1001

在宅福祉サービスセンター 電話
309－1201

老人福祉センター
電話
309－5001

心 配 ご と 相 談

ボランティア相談 電話
309－1011

結 婚 相 談 12月30日（土）
電話309－5001
土曜日は
電話309－1001

　「広がれボランティアの輪」連絡会議（事務局／全国社協・全
国ボランティア活動振興センター）では、国連が定めた12月５
日の「国際ボランティア・デー」に前後する12月１日～７日を「ボ
ランティアウィーク」として提唱し全国的にボランティア活動の
推進・普及を図っています。水戸市のボランティアセンターでも、
ボランティア活動に関する相談コーナーや手話・点字・福祉用
具の体験コーナーを設置していますのでぜひご利用ください。

年末年始の社協の業務等について
お知らせします
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あったか通信 常澄ふれあい電話
代　表　　和田　トヨ

おげんきですか 　常澄ふれあい電話は、ゆりの会の常澄ふれあい電話
部として、平成元年12月に発足、松田晋さん、和枝さ
んご夫妻の強い信念で、各関係機関に熱心に働きかけ
て実現し現在に至っております。
　メンバーの意思疎通は、１冊のノートを置き、その
日の連絡事項を書き留めて情報交換しております。特
に一番注意していることは「守秘義務」です。相手の
方のプライバシーを守り尊重して、ご迷惑と感じたら
直ちに止めるようにしております。
　突然の電話では、なかなか信頼を得ることは難しく、
年に数回葉書きによる交信もしております。また、ゆ
りの会と一緒に遠足や食事会の交流も深めております。
　｢最近新しい歌を覚えたから聞いてくれる？｣と聞か
せて下さる方もあり、ご一緒することもあります。ご
自分から近況を話して下さるなど、気持と気持がふれ
あった時が一番嬉しいです。

シニアボランティア講座の受講生を募集します
　ボランティアセンターでは、シニア世代の方々のライフスタイ
ルにつなげるためのボランティア講座の受講生を募集します。
　申込みは、２月28日（水）までに【電話・ＦＡＸ】で講座名・
住所・氏名・年齢・電話番号を記入の上お申込みください。

だよ り
ラボ ンテ アイ セ ンター

水戸市社会福祉協議会ボランティアセンター
〒311－4141 水戸市赤塚1－1（水戸市福祉ボランティア会館内）
 309－1011・FAX 309－1139

（http://www.mito-syakyo.or.jp/)

問 合 せ（申込み）

広げよう心のふれあいボランティア

ボランティアセンター
シンボルマークと標語（　　　　　　）

日　　 時 平成19年３月10日（土）午後１時30分～４時

会　　 場 水戸市福祉ボランティア会館（赤塚１－１　ミオス２Ｆ）

募集人員 30名（先着）

対 象 者 市内に居住の方または通勤している方（50歳以上の方）

受 講 料 無料（教材費は自己負担です）

内　　 容
講話　ボランティア活動を始めたきっかけ
実技　テーマ「バルーンアートを身に着けよう」
講師　ＮＰＯ法人水戸こどもの劇場

使用済み切手・テレホンカード・書き損じハガキ
メガネ（老眼・近眼）・学用品を集めています

　利用団体を通じてボランティアの活動を支援していくための貴
重な財源となります。皆さまのご協力をお願いします。
【使用済み切手・テレホンカード】
 ・ 日本キリスト教海外医療教会（発展途上国のネパー
ル・カンボジア等への医療スタッフの派遣）
 ・誕生日ありがとう運動本部
　（障害者のための社会啓発運動の資金）
 ・盲老人ホーム｢聖明園｣（施設整備資金の一部）

【書き損じハガキ】
 ・（社）日本青年奉仕協会（ＪＹＶＡ）
　（青年長期ボランティア計画に参加するボランティアの支援）
【メガネ・学用品】
 ・NPO法人イーグル・アフガン復興協会
 ・国際NGOイーグル・アフガン社会復帰協会
　（アフガニスタンへの支援）

ご利用ください「ボランティアハンドブック」
　地域や社会の中でボランティア活動が定着してきました。
　　でも、 「ボランティア活動は何をするの」
　　　　　「自分に合ったボランティア活動はあるの」など
　ボランティア活動を始めるにあたって不安を持っている方も多
いようです。これからボランティア活動に関心や興味のある方、
ボランティア活動を始めてみようとする方のために「ボランティ
アハンドブック」をぜひご利用ください。

0.5～1
cm

0.5～
  1cm


